
 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

                      

    

 

 

 

 
 
 
 
                         

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 
 
 

１０月は赤い羽根募金で始まり 

ハロウィーンパーティーまでたく 

さんの楽しい活動がありました。 

リーダーは準備や活動参加お疲れ 

様でした。 

１１月は団主導活動はありませ 

んが 12 月 20 日のクリスマス会の 

スタンツの練習でスカウトも忙し 

いと思ってますが今から皆さんの 

スタンツを楽しみにしていますの 

で練習頑張って下さい。 

さて、文部科学省が“自然、遊ぶ、学ぶ“を推奨し

ていることに触れてみたいと思います。 

その 1 つとして野外力検定なるものがあります

ね！その流れは現代の子供達の環境はゲームや SNS

の普及、塾通いの一般化で子供達の生きる力や希望や

夢を育むことが低下している事を危惧しているから

だと思います。●●検定もいいですが・・文科省もボ

ーイスカウトに入団しましょう！って事にすればい

いのに。。ボーイスカウト活動ってやはりすごい！ 

野外活動を通じて生きる力、夢や希望を独りではな

く皆で楽しみながら分かち合い進んでいける！大人

も子供も含めてこの活動の魅力を再認識致しました。 

10 月 4 日（日）赤い羽根共同募金活動を中目黒駅前と学芸大学駅

前の 2 か所で実施しました。 

これまでは 10 月 1 日都民の日に実施していましたが、子どもた

ちの学校が休みでも、リーダーたちは仕事や学校を休めず対応が

厳しかったため変更となりました。また、地元祐天寺駅が改修工事

中のため実施できませんでした。 

当日はスカウト 27 名、リーダー9 名、保護者 9 名の参加で 11月と

してはやや暑い日でしたがみんな大きな声で頑張って活動をおこ

なっていました。 

なお、この日は募金終了後、午後から「夏季行事報告会」がある

丸 1 日の活動となりました。 

10月 4日（日）中目黒スクエア・青少年プラザにて、団の夏季

行事報告会が開催されました。 

 例年は入団上進式の会場で行われていますが、今年は進級

時期の変更に伴い単独での実施となったものです。 

今年の夏は恒例の各隊の舎営・野営加え、世界ジャンボリー

やジャンボリーに参加していたポーランドスカウトの受け入れな

ど盛りだくさんでした。 

ビーバー隊からはサマースクールの報告、スライドを見なが

らスカウトによる可愛い発表もありました。 

カブ隊タカネ隊長よりＤＶＤも交えてスカウトがいかにして優

れた忍者になっていったかの報告がありました。また例年隊内

の発表で使うスカウト自らの作成した模造紙の報告資料も展

示されました。 

ボーイ隊はニシムラ副長より野営報告、今年の参加スカウト

が２名でしたが、その２名が生き生きと活動していた様子が報

告されました。 

ベンチャー隊はスカウトの企画による移動野営の報告、PC に

よる発表資料もスカウト作成、発表もスカウトがおこないまし

た。  

最後に、世界ジャンボリーに参加したポーランドからのスカウ

ト８名をホームステイ受け入れした ３日間の様子がタナベ副

団委員長より報告されました。 

他隊の報告も興味深く聴けて長時間ではありましたが、飽

きる事なく、保護者の方たちからも「これから先の活動が、良く

分かった」と、感想をいただきました。 

ベンチャー隊では参加したスカウトが準備をして、移動野営と

世界ジャンボリーの報告をしました。行っていない人たちにも内容

が伝わって楽しんで話を聞いてもらえる様に、写真を多く使って

その都度、説明や感想などを入れて発表しました。 

 準備や発表で大変だった事は、長期間の野営についてたく

さんの思い出が出来たので、その内容をどのようにしてまとめる

か、どの部分を伝えるかを考えた事です。 ＶＳ山中スカウト 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ボーイスカウト目黒１団機関紙・らしんばん    編集・作成：団委員会広報担当     No.65６  （SINCE1959）  

10 月 11 日・体育の日に目黒区立が丘小学校を会場に山の

手地区全体行事、「目黒区ボーイスカウトフェスティバル（第４６

回目黒区ラリー）が開催されました。今年のテーマは「やまの

ての WA！！」。リレーやクイズなどのゲームを楽しみました。 

今年は例年よりも早い時期の開催で、3 連休にあたったため

か参加者が少なめでした。このため団対抗ではなく、いくつか

の団が合同でチームを作る形式となりました。目黒 1 団からは

ビーバー3 名、カブ 6 名、ボーイ 5 名の参加でした。また、今年

は例年のように総合順位づけなどはありませんでした。 

今年も企画・運営は地区のローバーでベンチャーも運営に

携わりました。また、ビーバーは応援のうちわを持参して、他隊

のゲームをうちわを振りながら元気に応援しました 

10 月 18 日（日）、汗ばむような陽気の秋晴れの元、油面小学校校庭で油

面住区まつりが開催されました。 

油面は１団の発祥の地でもありますので毎年ここで「伝統の」インデアンダ

ンスを踊っています。 

「ブラフマン」の「トンファー」の曲に合わせてダンスが始まります。今年は

リーダーや上級のスカウトが少ないので「リーダー達の最初の踊り」は省略

でした、迫力がある踊りが無いのが少し残念でした。また、人数が少ないの

でお父さんも飛び入り参加！ 

 やはり人数が少ないと迫力に欠けますが、その分可愛いダンスとなり、見

物の方々から大きな拍手を頂きました。 

６５年という歴史ある目黒一団の発祥の地である油面小学校、今日までの軌跡
が詰まったお祭りインデアンダンスに初めて参加させて頂きました。 

油面小学校に集いし目黒一団の精鋭達が青空のなか見事に踊りきりました。ギ
ャラリー方々の評判も良く、目黒一団の歴史に新たな 1 ページを刻んだ一日にな
ったと思います。 

実はわたくし、平野隊長と息子から腰まわしと髪飾りを借りて 急遽参加する事
になりました。当日の午前中に約２時間程の練習があるのですが、これは本番より
もチョー辛いのです(>_<)ステップ、形の練習、雄叫び・・・等々。 

ぜひ保護者の皆さま来年は参加されると良い経験になると思います。気持ち良
いですよー！！     

※ただし、アドバイスですが二日後の筋肉痛には要注意です。インデアンダンス
の練習をする前の、練習前筋トレが必要かと思われます(>_<) BV 隊保護者 K.O 

何回かしかない他団との交流もすることができて、運営側に

なり参加することの楽しさとは別に運営する側の大変さも体

験することができました。 ＶＳ隊・森スカウト 

 

 今回は運営側として初めて参加しましたが無事に終了する

ことができて良かったです。楽しいプログラムばかりだったの

で参加したスカウト全員楽しむことができたと思います。 

ＶＳ隊・塩月スカウト 

 


